
（ 6 ）

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一

緒
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
」。
こ

の
ス
ポ
ー
ツ
は
京
都
府
長
岡
京
市
で

生
ま
れ
、
富
士
市
で
は
、
平
成
十
年

か
ら
市
教
育
委
員
会
や
体
育
指
導
委

員
が
教
室
を
開
い
て
普
及
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
市
民
大
会

を
開
催
し
、
各
地
区
で
次
第
に
親
し

む
皆
さ
ん
の
輪
が
広
が
っ
て
い
き
ま

し
た
。

愛
好
者
の
増
加
と
と
も
に
、「
年

に
一
度
の
市
民
大
会
だ
け
で
な
く
、

複
数
回
の
大
会
が
で
き
、
交
流
・
情

報
交
換
が
行
え
る
場
を
」
と
の
声
が

高
ま
り
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
県
内

初
の
協
会
を
設
立
。
一
月
二
十
日
現

在
、
会
員
は
早
く
も
四
百
人
を
超
え
、

さ
ら
に
ふ
え
そ
う
な
勢
い
で
す
。

鷹
岡
地
区
生
涯
学
習
推
進
会
主
催

の
教
室
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、

「
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
経
験
が
な
く

て
も
す
ぐ
に
試
合
が
で
き
る
の
が
い

い
で
す
ね
」、「
親
子
で
気
軽
に
参
加

で
き
、
い
い
汗
を
か
け
ま
す
」、「
年

代
を
超
え
て
輪
が
広
が
る
の
が
楽
し

い
で
す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

協
会
で
は
、
三
月
十
四
日
に
開
催

す
る
第
一
回
設
立
大
会
に
向
け
て
た

だ
い
ま
準
備
に
大
忙
し
。
役
員
の
皆

さ
ん
は
、「
市
内
ほ
と
ん
ど
の
地
区

で
教
室
や
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て
楽
し
さ
を
味
わ

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
声
を
そ
ろ

え
て
「
フ
ァ
ミ
バ
ド
」
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。

ふ
じ
ふ
じ 

県
内
初
の
協
会
が
設
立

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
市
内
で
大
人
気

tラケットの柄は短く、
羽根のついたスポンジ
ボールを使用

▲バドミントンのコートとネットを使い、
1チーム前衛1人、後衛2人の3人で行い
ます。ラケットでボールを空中で打ち合
い2回までに相手のコートに返します。

富
士
東
高
校
新
聞
部
が
発
行
し
て

い
る
「
富
士
東
高
校
新
聞
」
が
、
平

成
十
五
年
度
の
「
静
岡
県
学
校
新
聞

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
見
事
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
今
回
受
賞
し
た
「
富

士
東
高
校
新
聞
第
五
十
九
号
」（
平

成
十
五
年
十
月
二
十
八
日
発
行
）
は
、

タ
ブ
ロ
イ
ド
判
八
ペ
ー
ジ
立
て
。
富

士
山
に
つ
い
て
の
特
集
の
ほ
か
、
携

帯
電
話
、
国
体
、
東
高
が
取
り
組
ん

で
い
る
総
合
的
学
習
や
部
活
動
紹
介

な
ど
、
身
近
な
話
題
を
取
り
上
げ
、

積
極
的
に
取
材
を
行
い
、「
足
を
生

か
し
た
」
記
事
が
並
ん
だ
力
作
で
す
。

現
在
、
新
聞
部
の
部
員
は
二
年
生

十
五
人
、
一
年
生
四
人
の
十
九
人
。

年
二
回
発
行
の「
富
士
東
高
校
新
聞
」

と
パ
ソ
コ
ン
新
聞「
東
高
タ
イ
ム
ズ
」

を
制
作
し
て
い
ま
す
。

部
員
の
皆
さ
ん
は
、「
今
回
、
実

際
に
富
士
山
に
登
っ
た
り
、
警
察
や

国
体
選
手
に
取
材
を
し
た
り
す
る
中

で
、
新
し
い
発
見
や
知
識
が
得
ら
れ

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
経
験
が
で
き
ま

し
た
。
ま
と
め
る
の
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
そ
の
分
、
で
き
上
が
っ
た
と

き
は
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

配
布
し
た
新
聞
を
学
校
の
み
ん
な
が

関
心
を
持
っ
て
見
て
く
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
全
員
で
一
つ
の
新

聞
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
楽
し
さ
や

喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。
受
賞
を
知
っ

た
と
き
に
は
本
当
に
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
講
評
で
取
材
力
や
企
画
力
を

高
く
評
価
し
て
も
ら
い
、
一
生
懸
命

頑
張
っ
た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら

え
る
新
聞
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
静
岡
県
学
校
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
で

富
士
東
高
校
新
聞
が
高
校
の
部
で
最
優
秀
賞
に

▲富士東高校新聞部の皆さん
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お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。

広報広聴課155－2700へご連絡ください。

羽
さ
ん
の
職
業
は
銀
行
員
。
趣

味
で
創
作
活
動
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ま
で
も
小
説
部
門
で
市
民
文
芸

賞
を
四
回
受
賞
す
る
な
ど
し
て
き
ま

し
た
が
、
ダ
ブ
ル
受
賞
は
今
回
が
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

小
説
を
書
き
始
め
た
の
は
二
十
八

歳
の
と
き
。
き
っ
か
け
は
、
広
報
紙

で
市
民
文
芸
の
存
在
を
知
っ
た
こ
と

か
ら
で
す
。
独
学
で
書
き
始
め
、
最

初
は
「
原
稿
用
紙
の
使
い
方
も
よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
す
。
初
め
て
の
応
募
は
選
外
で

し
た
が
、
翌
年
は
見
事
入
選
。
そ
の

後
仕
事
の
関
係
で
沼
津
市
で
過
ご
し

た
数
年
間
を
除
き
、
毎
年
小
説
を
応

募
し
、
三
年
前
か
ら
は
随
筆
も
応
募

し
始
め
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
仕
事
で
忙
し
い
丹
羽
さ
ん

が
創
作
活
動
に
充
て
る
時
間
は
、
主

に
休
日
の
朝
方
。
日
中
は
家
族
と
の

時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
今
回
の
受
賞
に
は
と
て
も
驚
き

ま
し
た
」
と
話
す
丹
羽
さ
ん
は
、「
随

筆
は
身
近
な
部
分
を
書
く
難
し
さ
が

あ
り
ま
す
。
自
分
と
し
て
は
小
説
の

方
が
書
き
や
す
い
で
す
ね
。
う
そ
で

も
何
で
も
書
け
ま
す
か
ら
（
笑
）。
で

も
、
そ
う
し
た
自
由
さ
が
小
説
を
書

く
お
も
し
ろ
さ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

小
説
で
は
、
ま
ず
創
作
ノ
ー
ト
を
つ

く
り
、
登
場
人
物
や
場
面
設
定
な
ど

話
の
構
想
を
練
っ
た
後
、
パ
ソ
コ
ン

に
向
か
い
、
場
面
ご
と
に
話
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
て
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
作
品
が
た
ま

る
と
、
手
づ
く
り
で
作
品
集
に
ま
と

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
楽
し
い
作
業

で
す
。
作
品
づ
く
り
は
お
よ
そ
一
年

に
一
作
の
ペ
ー
ス
で
し
か
で
き
ま
せ

ん
。
あ
く
ま
で
自
分
の
楽
し
み
な
の

で
、
長
い
目
で
無
理
を
せ
ず
書
い
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
定
年
ま
で

に
気
に
入
っ
た
作
品
を
選
ん
で
一
冊

の
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
ら
い
い
で
す

ね
」
と
文
章
同
様
や
わ
ら
か
な
語
り

口
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ

ま
し
た
。

富士市民文芸の小説の部、
随筆の部で市民文芸賞をダ
ブル受賞した

丹
に

羽
わ

利
とし

之
ゆき

さん
（宮島）

ひと 丹

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
元
旦
号
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
ク
イ
ズ
の
答
え
は
左
記
の
と
お
り
で
し
た
。
応
募
総
数
二
百
四
十
八
通
。

そ
の
中
か
ら
正
解
で
な
か
っ
た
人
や
希
望
賞
品
を
書
い
て
い
な
か
っ
た
人
の

は
が
き
ま
た
は
E
メ
ー
ル
を
除
き
、
抽
せ
ん
を
行
い
ま
し
た
（
有
効
総
数
二

百
二
十
九
通
）。
そ
の
結
果
、
次
の
皆
さ
ん
に
賞
品
を
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
「
広
報
ふ
じ
」
を
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

①
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
ペ
ア
）

藤
田
和
枝
（
大
淵
）、
西
谷
幸

恵
（
大
淵
）、
柏
木
一
雄
（
柚
木
）、

小
山
義
則
（
今
泉
六
）、
佐
野
光

（
天
間
）、
鈴
木
享
子（
富
士
見
台

四
）、
中
司
淳
子
（
松
岡
）、
白
鳥

茂
徳
（
宮
島
）、
長
沢
麻
実
（
久

沢
）、
米
山
悦
子
（
広
見
本
町
）

②
中
国
名
産
品
　
花
瓶

諏
訪
部
敏
子
（
三
ツ
沢
）、
白

井
春
美
（
中
里
）

③
中
国
名
産
品
　
置
物

平
田
わ
か
よ
（
中
島
）、
畑
瀬
義
明
（
伝
法
）

④
中
国
名
産
品
　
ネ
ク
タ
イ

西
野
貴
裕
（
今
井
）

⑤
中
国
名
産
品
　
扇
子

稲
葉
裕
子
（
宮
下
）

⑥
富
士
市
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト

佐
野
史
之
（
横
割
）、
勝
又
千
明
（
大
淵
）、
佐
々
木
香
公
子
（
松
岡
）、
稲

葉
光
紀
（
宮
下
）、
伊
藤
千
恵
子
（
津
田
）、
一
杉
壽
美
子
（
境
）、
平
野
芳
子

（
森
下
）、
飯
野
佳
子
（
横
割
）、
藤
盛
綾
香
（
本
市
場
町
）、
船
山
歩
（
今
泉
）

⑦
富
士
山
の
四
季
Ｄ
Ｖ
Ｄ

芦
澤
和
恵
（
南
町
）、
松
本
幸
男
（
今
泉
八
）、
青
木
淑
子
（
神
谷
）、
後
藤

秀
幸
（
江
尾
）、
小
崎
研
一
（
五
貫
島
）、
高
木
重
満
（
五
貫
島
）、
斉
藤
由
佳

（
宮
島
）、
佐
野
章
司
（
天
間
）、
加
藤
み
な
み
（
鮫
島
）、
加
藤
賢
三
（
中
里
）

き よ う だ い 　 た に  
ゆ う す い 　 び で お  
う め 　 　 い し 　 う  
　 い わ も と や ま  
ふ じ 　 ち 　 も 　 で  
じ 　 け 　 う ん け い  
か ぐ や ひ め 　 さ あ  
わ 　 き の え ね 　 な  

ふ じ し の か ん こ う  


